
２０１２年７月から本学会誌の企画

幹事を務めてまいりましたが，昨

日ようやく引継ぎを終えてホッとしている次第です．幹事

になった当初は，果たして私にこの役目をこなすことがで

きるだろうかと非常に心配したものです．いろいろと至ら

ない点もありましたが，何とか１年間無事に務められたの

はひとえに編集委員，そして学会事務局の皆様のご助力が

あってのことです．皆様に感謝の言葉をお伝えする機会が

ありませんでしたので，この場をお借りして御礼申し上げ

ます．

この仕事を通じて私自身にとっての最大の収穫は，自分

の専門分野以外の研究の最新の話題や，他分野の研究者の

方々と出会えたことです．その中には自分の研究とは関係

がなくても，個人的な趣味や関心事に関連した記事があり

まして，例えば液中プラズマを用いて廃油から水素を生成

する話や，レーザーを用いたエンジン着火の記事は，私が

好きなロータリーエンジン（RE）とも関係があり以前から

関心があったのですが，そういった話題が偶然自分の任期

中に企画として出され，その編集過程に参加できたのは幸

運でした．また，なぜか編集委員にはマイナーなRE車乗り

が何人かいたのですが，それも何か星のめぐり合わせだっ

たのでしょうか．

さてREは当初，振動が少なく，コンパクトながら高出力

な夢のエンジンとして開発が始まったのですが，実際に

作ってみると様々な工学的な困難が判明し，結局量産化で

きたのはマツダだけでした．しかし，レシプロエンジンに

比べ燃費改善や環境基準への適応が難しく時代の要請に沿

わなくなり，去年ついに生産終了しました．私はこのRE

のたどった道に核融合研究を照らし合わせてしまうので

す．夢の未来エネルギーと謳われて研究が始まりました

が，実際に作り始めてみると様々な困難がわかり，なかな

か実現できない．また，それらを乗り越え核融合炉が完成

した後も低コスト化や廃棄物量削減など，様々な要求を突

き付けられ続けるでしょう．そういった課題を乗り越える

ためにはやはり，かつてRE開発を牽引された方の言葉ど

おり「飽くなき挑戦」あるのみだと思います．この学会誌

がこれからもそういった挑戦を支える研究者コミュニティ

の基盤であり続けるように願います． （佐竹真介）
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